
ち
ょ
っ
と
語
呂
が
悪

い
が
、標
題
の
と
お
り
、

尾
林
焼
篆
刻
陶
器
草
創

期
、
東
京
か
ら
き
た
大

橋
浩
堂（
明
治
末
来
飯
、

大
正
４
年
４７
歳
で
没
、

本
名
片
江
萬
太
郎
）
と

い
う
篆
刻
家
が
い
て
、

滞
在
わ
ず
か
５
年
足
ら

ず
で
あ
る
が
精
力
的
な

活
動
を
し
て
飯
田
下
伊

那
の
陶
芸
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
花
火
の
よ

う
に
消
え
て
い
っ
た
。

そ
の
消
え
か
け
た
足
取

り
を
訪
ね
て
い
る
と
、

捨
て
ら
れ
そ
う
に
な
っ

た
ゴ
ミ
袋
の
中
か
ら
、

つ
い
に
彼
の
残
し
た
多

量
６
０
０
枚
を
超
え
る

い
ん
せ
ん

印
箋
や
押
印
し
た
ハ
ガ

キ
が
出
て
き
た
。

依
頼
が
あ
っ
て
つ
く

っ
た
の
か
、
勝
手
に
彫

っ
て
差
し
上
げ
た
の
か

わ
か
ら
な
い
が
、
横
山

大
観
・
荒
木
十
�
、
松

林
桂
月
や
池
上
秀
畝
の

著
名
な
画
家
、
な
か
に

は
会
津
八
一
や
樋
口
龍

峡
な
ど
の
学
者
な
ど
の

名
前
も
見
え
る
。
印
は

重
複
も
か
な
り
あ
り
そ

う
だ
が
、
印
箋
に
押
さ

れ
た
「
於
南
信
天
龍
峡

窟

浩
堂
鐫
」
や
義
弟

に
完
成
を
告
げ
る
ハ
ガ

キ
で
、
義
弟
に
あ
た
る

東
京
赤
坂
の
印
判
屋
を

通
じ
て
販
売
し
て
い
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

推
測
で
き
た
。
大
正
４

年
に
自
死
し
た
篆
刻
家

な
の
で
、
そ
の
息
子
中

村
強
輔
（
昇
堂
）、
孫

（
雅
臣
）
た
ち
が
１
０

０
年
以
上
に
も
わ
た
っ

て
保
存
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
こ
こ
に
き
て

簡
単
に
焼
却
し
て
い
い

も
の
で
は
な
い
。
印
箋

に
記
さ
れ
た
多
少
知
ら

れ
た
名
前
を
列
挙
す
れ

ば
以
下
の
よ
う
で
あ

る
。小

室
翠
雲
・
鏑
木
清

方
・
福
井
江
亭
・
大
西

南
山
・
八
木
岡
春
山
・

山
田
敬
中
・
鳥
山
幡
山

・
池
上
秀
畝
・
荒
木
寛

民
・
福
田
眉
山
・
若
�

柳
湖
・
大
智
勝
觀
・
荒

井
寛
方
・
細
木
原
青
起

・
黒
崎
修
斎
・
尾
竹
竹

坡
・
奥
村
藻
山
・
青
柳

渓
幹
・
工
藤
觀
古
・
五

島
耕
畝
・
筆
谷
等
觀
・

森
広
陵
・
椎
塚
蕉
華
・

石
田
吟
松
・
山
本
暁
邦

・
内
藤
晴
洲
・
澤
山
寛

民
（
對
櫻
居
）
・
荒
木

寛
友
・
鶴
田
幾
水
・
移

川
浩
哉
・
生
田
是
文
・

犬
塚
晃
崚
・
工
藤
觀
古

・
保
間
素
堂
・
長
安
雅

山
・
篠
原
晩
香
・
菊
地

華
秋
・
柴
田
耕
洋
・
鈴

木
秀
芳
・
池
田
輝
方
・

山
本
昇
雲
・
内
藤
晴
洲

・
中
村
古
鏡
・
鈴
木
啓

處
・
井
澤
貘
水
・
森
作

湖
仙
・
小
山
雪
耕
・
�

橋
藹
山
・
中
島
光
村
・

山
口
桃
斎
・
野
原
素

門
、
他

南
信
尾
林
の
陶
芸
産

業
と
伊
那
の
漢
学
や
国

学
の
素
養
、
茶
道
や
作

庭
、
骨
董
趣
味
の
集
合

昇
華
し
た
文
化
と
し
て

の
篆
刻
陶
器
が
明
治
末

か
ら
大
正
に
か
け
て
天

龍
峡
を
中
心
と
し
て
花

開
い
た
。
６
０
０
枚
を

超
え
る
印
箋
は
、
そ
の

証
左
で
あ
る
。

生
き
馬
の
目
を
抜
く

か
の
ご
と
き
経
済
性
の

ス
ケ
ー
ル
し
か
も
た
な

く
な
っ
た
現
代
社
会
の

中
で
、
生
き
る
自
信
と

信
じ
る
未
来
が
な
く
な

っ
た
と
思
っ
て
い
る
中

山
間
地
の
人
々
が
、
自

身
の
足
元
を
再
検
証
す

る
こ
と
で
、
も
う
一
度

誇
り
を
自
信
を
取
り
戻

よ
す
が

す
縁
に
な
る
資
料
で
あ

き
た

る
と
、
来
り
者
の
小
生

は
信
じ
て
い
る
が
、
い

か
が
で
あ
ろ
う
か
。
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